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上
野
直
昭
は
戦
時
下
の
文
部
省
に
よ
る
東
京
美
術

学
校（
美
校
）改
革
断
行（
本
誌
二
〇
号
参
照
）に
よ
り

同
校
校
長
と
な
り
、
一
九
四
九（
昭
和
二
十
四
）年
の

東
京
藝
術
大
学（
藝
大
）発
足
と
と
も
に
学
長
に
就
任

し
、
藝
大
草
創
期
の
運
営
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
た

人
だ
。
美
学
・
美
術
史
学
者
で
あ
り
、
潔
癖
に
し
て

冷
静
沈
着
、
指
導
者
的
資
質
に
富
む
人
格
者
と
目
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
人
が
在
任
中
に
一
度
だ
け（
管
見

の
限
り
だ
が
）怒
り
に
駆
ら
れ
て
マ
ス
コ
ミ
に
抗
議
文

を
投
じ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
九
五
二（
昭
和

二
十
七
）年
十
二
月
の
『
芸
術
新
潮
』
に
寄
稿
し
た
長

文
の
「
文
化
財
は
保
護
さ
れ
て
ゐ
る
か
―
―
薬
師
寺

月
光
菩
薩
の
問
題
を
め
ぐ
つ
て
―
―
」
で
あ
る
。

国
宝
薬
師
寺
薬
師
三
尊
の
脇
侍
月
光
菩
薩
の
美
し

さ
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
頸
部
に
問
題
が
あ
り
、

一
九
五
二
年
の
吉
野
地
震
以
後
、
頭
部
落
下
の
危
険
が

生
じ
た
。
そ
れ
を
文
化
財
保
護
委
員
会
に
属
す
る
技
官

が
委
員
会
に
諮
る
こ
と
な
く
頸
を
切
断
し
、
頭
部
か
ら

胴
体
ま
で
通
っ
て
い
た
心
棒
も
切
断
し
て
し
ま
い
、
委

員
会
に
そ
の
報
告
も
し
な
か
っ
た
。
文
化
財
専
門
審
議

会
専
門
委
員
の
上
野
学
長
は
そ
れ
を
知
っ
て
驚
き
、
文

化
財
保
護
法
の
現
状
変
更
に
関
す
る
規
定
に
違
反
す
る

行
為
と
見
做
し
、
専
門
委
員
と
し
て
の
責
任
上
、
ま
た

古
美
術
を
大
切
に
思
う
一
国
民
の
立
場
か
ら
保
護
関
係

者
に
猛
省
を
促
そ
う
と
、
痛
烈
な
抗
議
文
を
公
表
し
た

の
で
あ
っ
た
。『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
』
東
京
美
術
学

校
篇
第
三
巻
別
巻
『
上
野
直
昭
日
記
』
に
全
文
を
収
録

し
て
お
い
た
の
で
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
抗
議
の
結

果
は
と
い
う
と
、
こ
の
問
題
も
一
九
四
九
年
の
法
隆
寺

金
堂
壁
画
焼
失
の
と
き
と
同
様
に
、
一
部
関
係
者
の
処

罰
を
も
っ
て
片
付
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
彼
は
専

門
委
員
を
辞
任
し
た
。　

京
城
帝
国
大
学
教
授
在
任
中
の
一
九
四
〇（
昭
和

十
五
）年
に
国
宝
保
存
会
委
員
と
な
っ
て
以
来
、
上
野

直
昭
は
帝
室
博
物
館
顧
問
、
正
倉
院
評
議
会
会
員
、
国

立
博
物
館
評
議
員
、
文
化
財
専
門
審
議
会
委
員
、
そ
し

て
短
期
間
だ
が
東
京
国
立
博
物
館
長（
藝
大
学
長
兼
任
）

を
つ
と
め
、
保
護
行
政
に
深
く
関
わ
っ
て
き
た
。
痛
恨

極
ま
り
な
い
法
隆
寺
金
堂
壁
画
焼
失
事
件
を
契
機
に
翌

年
に
は
文
化
財
保
護
法
が
制
定
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て

従
来
よ
り
も
厳
正
な
保
護
が
な
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
た

矢
先
に
月
光
菩
薩
事
件
が
勃
発
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

彼
が
愕
然
と
し
た
の
も
無
理
は
な
い
。

人
一
倍
強
硬
な
姿
勢
を
と
っ
た
の
は
、
自
分
が
明
治

期
に
お
け
る
古
美
術
保
護
制
度
樹
立
の
際
の
ト
ッ
プ
官

僚
九
鬼
隆
一
の
甥
で
あ
り
、
九
鬼
の
片
腕
で
あ
っ
た
岡

倉
天
心
の
後
継
者
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
占
め
て
い
る
者
と

し
て
の
矜
持
に
も
よ
る
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
折
し
も
開

国
百
年
記
念
文
化
事
業
会
の
企
画
に
よ
る
『
明
治
文
化

史
』
の
第
八
巻
美
術
編（
一
九
五
六
年
、
洋
々
社
）の
主

任
と
し
て
近
代
日
本
美
術
教
育
・
行
政
史
の
執
筆
に
取

り
組
み
、
天
心
の
業
績
の
歴
史
的
意
義
を
再
認
識
し
た

と
き
だ
っ
た
か
ら
、
そ
の
後
継
者
と
し
て
敢
え
て
毅
然

た
る
姿
勢
を
示
す
必
要
が
あ
る
と
思
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
さ
ら
に
、
月
光
菩
薩
と
な
る
と
、
上
野
学
長
に

は
ク
ー
ル
に
看
過
し
え
な
い
特
別
の
事
情
も
あ
っ
た
。

彼
は
東
大
助
手
時
代
に
天
心
の
講
義
を
聴
い
て
強
い
感

銘
を
受
け
た
こ
と
を
自
著
『
邂
逅
』（
一
九
六
九
年
、
岩

波
書
店
）に
書
い
て
い
る
。
そ
の
講
義
は
古
美
術
と
対

面
し
た
と
き
の
感
動
そ
の
も
の
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う

で
あ
っ
た
と
い
い
、

あ
る
時
又
こ
ん
な
こ
と
を
言
は
れ
ま
し
た
。「
諸
君
が

　

ま
だ
薬
師
寺
を
見
た
こ
と
が
な
い
と
す
れ
ば
、
諸
君

　

は
幸
福
だ
、
あ
の
薬
師
三
尊
が
与
へ
て
く
れ
た
、
美

　

し
い
色
沢
の
第
一
印
象
は
、
私
に
は
も
う
二
度
と
く

　

り
返
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
。　
　
　
　
　
　
　

と
講
義
の
一
端
を
紹
介
し
て
い
る
。
満
場
を
う
な
ら
せ

た
天
心
の
こ
の
言
葉
を
胸
に
秘
め
て
、
彼
は
何
十
回
も

薬
師
寺
を
訪
れ
、
薬
師
三
尊
に
対
面
し
て
嘆
賞
し
た
と

い
う
。
美
術
に
従
事
す
る
者
に
と
っ
て
美
術
品
そ
の
も

の
を
実
際
に
見
て
感
動
す
る
こ
と
が
一
番
大
切
で
あ
る

こ
と
を
彼
は
天
心
に
教
え
ら
れ
た
の
だ
。

そ
う
し
た
思
い
出
の
ま
つ
わ
る
薬
師
三
尊
は
彼
に

と
っ
て
格
別
尊
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
な
か
の
月
光
菩

薩
に
た
め
ら
い
も
な
く
手
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
か

ら
、
一
層
怒
り
が
強
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

日
本
美
術
の
保
護 

前
篇

第
十
二
回

薬
師
寺
の
国
宝
月
光
菩
薩
像
事
件
を
め
ぐ
り
、
文
化
財
専
門
審
議
会
専
門
委
員
と
し
て
、

ま
た
古
美
術
を
大
切
に
思
う
一
国
民
の
立
場
か
ら
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
上
野
直
昭
学
長
の
真
意
と
は
。

吉
田
千
鶴
子

激
怒
す
る
学
長

抗
議
の
理
由

文
化
財
保
護
、
特
に
保
存
修
復
の

研
究
・
教
育
に
つ
い
て
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次
号
予
告

「
日
本
美
術
の
保
護 

後
篇
」　

吉
田
千
鶴
子

文
化
財
保
護
の
始
ま
り
と
岡
倉
天
心
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
人
々
に

よ
る
古
美
術
品
の
調
査
・
保
護
・
修
復
活
動
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

１.薬師寺薬師三尊像のうち月光菩薩像（薬師寺所蔵写真）　　
２.上野直昭　　３.岡倉天心　　４.矢代幸雄（仁田三夫氏撮影）
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2

1

3

上
野
学
長
は
こ
の
よ
う
な
人
で
あ
っ
た
か
ら
、美
術・

工
芸
品
の
材
料
や
技
術
、
修
復
保
存
の
研
究
の
促
進
に

熱
心
で
、
そ
の
た
め
の
「
総
合
研
究
施
設
」
設
置
の
概

算
要
求
を
一
九
五
四（
昭
和
二
十
九
）年
に
出
し
た
。
し

か
し
認
可
さ
れ
ず
、
そ
の
種
の
研
究
は
各
科
内
部
、
あ

る
い
は
教
官
個
人
の
研
究
室
で
進
め
る
以
外
に
な
い
状

態
が
続
い
た
。一
九
六
〇（
昭
和
三
十
五
）年
に
な
っ
て
、

文
化
財
保
護
委
員
会
か
ら
委
員
長
代
理
矢
代
幸
雄
を
介

し
て
美
術・工
芸
品
修
理
技
術
者
養
成
の
特
別
要
請（
前

出
百
年
史
美
術
学
部
篇
に
収
録
）が
あ
っ
た
。
矢
代
は

長
く
美
校
の
美
術
史
教
授
を
つ
と
め
、
本
学
の
事
情
に

通
じ
て
い
た
人
で
、
要
請
は
修
理
技
術
者
の
減
少
・
高

齢
化
お
よ
び
近
年
の
化
学
製
品
の
使
用
な
ど
に
対
処
す

る
た
め
、
研
究
蓄
積
の
あ
る
本
学
に
高
度
な
技
術
者
養

成
教
育
を
開
始
し
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
こ

れ
が
効
を
奏
し
て
か
、
一
九
六
三（
昭
和
三
十
八
）年
の

大
学
院
修
士
課
程
設
置
の
際
に
保
存
技
術
講
座
が
開
設

さ
れ
、
さ
ら
に
上
野
学
長
退
官
後
、
引
き
続
き
保
存
科

学
講
座
、
日
本
画
古
典
模
写
講
座
、
油
画
技
法
材
料
講

座
な
ど
が
開
設
さ
れ
、
文
化
財
の
調
査
や
模
写
、
保
存

修
復
の
活
動
が
活
発
化
し
た
。
ま
た
、
時
と
と
も
に
他

機
関
、
国
外
と
の
研
究
協
力
も
進
展
し
始
め
た
。
そ
う

し
た
状
況
の
下
で
、
天
心
の
昭
和
の
申
し
子
と
呼
ば
れ

た
平
山
郁
夫
学
長
の
時
代
が
到
来
し
、
そ
の
在
任
中
の

一
九
九
五（
平
成
七
）年
に
は
先
の
「
総
合
研
究
施
設
」

構
想
が
文
化
財
研
究
所
と
の
提
携
と
い
う
か
た
ち
で
不

完
全
な
が
ら
も
実
現
し
、
大
学
院
美
術
研
究
科
文
化
財

保
存
学
専
攻
と
い
う
包
括
的
な
組
織
が
誕
生
し
た
。
天

心
が
中
尊
寺
金
色
堂
修
繕（
次
回
に
記
す
）に
よ
っ
て
修

復
事
業
に
先
鞭
を
つ
け
て
か
ら
す
で
に
一
世
紀
あ
ま
り

が
過
ぎ
て
い
た
。（
次
号
に
つ
づ
く
）

（
よ
し
だ
・
ち
づ
こ
／
美
術
学
部
教
育
資
料
編
纂
室
講
師
）


